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活動内容 

目的 

１．背景 
文部科学省の調査によれば、日本語指導が必要な児童生徒は約 10 年間で 1.9 倍

増（2023 年度：6.9 万人超）に急増し、指導・支援体制の充実が強く求められて
いる（文部科学省『外国人児童生徒等教育の現状と課題』2025 年 4 月）。 
２．課題 
日本語指導が必要な外国人児童にとって母語ではない言葉で学校生活を送り、

教育を受けることは簡単なことではない。日本語の習得が十分でないために学校
生活になじめない、授業についていけない、さらには不登校になる等の問題が発
生しており、日本語能力が十分でない児童への支援は緊要な課題となっている。 
３．目的 
 こうした課題を解決するために、本事業では「同じ国から来た児童と留学生が
兄弟姉妹のように母語を交えて日本語を学び合うことにより、相互に日本語能力
の向上を図り、不安や悩みを抱える児童が安心して心を開いて学ぶことのできる
機会を提供すること」を目的としている。 
４．特長  

1）外国ルーツの児童と留学生が母語を交えながら日本語を学び合うことにより、 
日本語能力が相乗的に向上すること。 

2）多くの外国人の受け入れが進む中、誰ひとりとして取り残されない多文化共
生社会の実現に貢献できること。 

3）GIGA スクール構想の一環として導入された小中学生の一人一台端末を活用 
して、オンラインで学び合う DX（デジタル・トランスフォーメーション）の 
可能性を秘めていること。 

内容 

１．オンライン学び合い事業 
1）準備期間：2025 年 4 月～5 月  
2）実施期間：2025 年 5 月～2026 年 2 月 対象児童：計 7 名 
①ベトナム火曜チーム 小学校 4 年女子              計 26 回 
②ベトナム水曜チーム 小学校 4 年女子・6 年女子                 計 28 回 
③スリランカチーム  小学校 2 年女子・5 年男子                 計 24 回 

④ネパールチーム   小学校 3 年男子・6 年女子         計 21 回            

※ 事前準備（60 分）・学び合い（45 分）、総括（15 分）の 2 時間／1 回   
 3）総括検証期間：2026 年 1～3 月 
  ・事業の成果に関するヒアリング調査 
２．事業運営のための会議 

1）総会  2025 年 6 月 28 日（土）16：00～16：45 オンライン開催 
2）運営会議：計 19 回 第 1 回 2025 年 4 月 10 日～第 19 回 2026 年 3 月 24 日    

３．オンライン学び合い研究会 
 第 1 回 2025 年 6 月 14 日～ 第 5 回 2026 年 3 月 14 日 計 5 回 



当初の
計画か
らの変
更点 

2025 年度事業計画の基軸は、１）オンライン学び合い事業の運営基盤確立、２）

オンライン学び合い事業の運営、３）オンライン学び合い研究会の開催である。 

2）と 3）については、ほぼ計画通り実施できた。1）の運営基盤の確立に関して

は、（公財）橋本財団との本年 1 月の委託業務契約により大きな進展がみられた。 

成果 

１．児童対象ヒアリング調査より 

・クラスの友達と少しずつ話すことができるようになったので大変うれしいです。

でも、漢字を読んだり書いたりすることはとても難しいです（（ベトナム小 4女子）。 

・毎週の宿題や冬休みの日記があったので、休みの間でもいつも日本語を勉強する

ことができました（ネパール小 6女子）。 

２．留学生対象ヒアリング調査より 

・オンラインのため周りのことに気を取られてしまうこともあり、集中力の維持が

大変でした。しかし、最初は難しそうにしていたことでも、だんだん分かるように

なった瞬間を見ると、とてもやりがいを感じました（スリランカ留学生）。 

３．教育コーディネータ対象ヒアリング調査より 

・日本語初期指導段階の小学生に、日本語で日本語を教えることは難しいため、絵

やジェスチャー、英語を使って分かりやすく説明することを心掛けました（R.H.）。 

・児童が飽きてくる教材や内容、集中力が途切れてくる時間を大体把握できたの

で、これからの教育実習や将来の教職の仕事に活かしたい（S.H.）。 

４．活動の成果（まとめ） 

助成により後押しされた活動は 3年目を終えることができた。活動の成果は、次

の 5点に要約される。 

1）外国ルーツの小学生や留学生の募集に始まり、一連の学び合い活動を経て、 

検証・総括を行う 1年間の運営パターンが確立されてきた。 

 2）学び合いの時間帯を平日に加えて土・日に拡大し、場所も国際学術交流セン 

ターだけでなく、留学生等の自宅からも参加可能となり利便性が向上した。 

 3）これまで小学生の募集は倉敷市や総社市が中心であったが、橋本財団「おか 

やまグローバルこどもサポートセンター」の開設により全県に拡大した。 

4）留学生や教育コーディネータ（大学生）の募集範囲が岡山理科大学や岡山大 

学に拡がり、登録学生数の増加によりマッチングが比較的容易になった。 

5）自宅でのオンライン学習では、集中力の維持が難しいとされており、その対 

策のためのさまざまなノウハウを蓄積することができた。 

今後の課題 
と対応策 

１．留学生の募集 

 留学生を従来の倉敷外語学院以外に拡大するため、岡山理科大学の留学生別科、学部生、

大学院生および岡山大学の留学生を対象に 2025 年度から募集を開始した。日本語能力が一

定水準以上でコミュニケーション能力の高い留学生の安定的な確保が課題となっている。 

２．生成 AI を活用した教材の作成 

生成AIを活用した外国ルーツの児童向け教材開発に取り組み、会話練習（ロールプレイ）

と視覚的支援を組み合わせるなどして、個々の理解度に応じた学習内容を提供する。 

３．運営基盤の確立 

（公財）橋本財団との委託業務契約（2026 年 1 月～）により、運営基盤の確立に向けて

大きな進展がみられた。活動のさらなる発展・充実を目指して、寄付プラットフォーム、企

業、団体等から寄付を集めることや、行政からの恒常的な支援の獲得に向けて注力したい。 
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１．活動に向けての事前準備 

図１ 成果報告書で活動実績をアピール         図２ 留学生と大学生の募集チラシ 
 
 

２．活動の様子①：ベトナム 

図３ 教育コーディネータの見守りによるベトナムの留学生と小学生との学び合い 



 
３．活動の様子②：スリランカ         ４．活動の様子③：ネパール     

図４ スリランカの参加メンバー           図５ ネパールの参加メンバー 

図６ スリランカの小学 2・5 年生との学び合い        図７ ネパールの小学 6 年生との学び合い 

図８ 岡山理科大学の留学生と大学生が参加          図９ 岡山大学の留学生（4 年）が参加 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 オンライン開始後初めての対面       図 11 外出中はカラオケ店のテレワークプランを利用 
 



 
5．活動の基本パターン   

図 12 学び合いの時間配分（2025 年度） 
 

６．活動の充実に向けた取り組み 

図 13 生成 AI による個に応じた問題作成            図 14 生成 AI による冬休みの日記 
 

 図 15 ビデオ撮影による相互作用分析          図 16 オンライン学び合い研究会（2025.12.27） 
 
今回の事業は、公益財団法人橋本財団様の助成があったからこそ 3年間継続できました。背中を押

していただき誠にありがとうございました。微力ではありますが、日本語能力が十分でない児童への
支援に取り組むことにより、岡山が外国人にとって暮らしやすい地域になればと強く願っています。 
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学び合いの時間配分 ２時間/１回（基本タイプ）

準備（６ 分） 学び合い（４５分） 整理（１５分）

まとめ（５分）展開（35分）導入（５分）

１時間 １時間

         

       

          

         

       

        

        日本語学び合 活動

 身近 話題

 学校   

 前  復習

 今日 内容

 今日 めあて

 教材 確認

教材A

教材B

教材C

 全体 流れ 確認

（時間配分 ど）

 リハーサル

 振返り

 ま め

 感想

  れ ら勉強

     

    向けて子ども 集中力：Max15分

展開A 展開B  展開C

教材A 教材B  教材C

教材 ：たのしいが    教材 ：  動 で日本 を学   教材 ：に   が し     教材の例


